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昭和49年 3月 I0日
月刊（毎月10日発行）ひ

彫刻家、水野徳二氏は、大正4年朝日町沼保、水野伊左ヱ門

氏の二男として出生、少年時代からその彫刻的才能を認めら

れ、小学校卒業後置に上京し、彫刻家北村正信氏の門に入り、

大理石彫刻を本格的に学んだ。

修業のかたわら、旧制中学や美術専門の課程の勉学にも精励

し、修業中既に文展に入選、続いて翌々年と連続3回入選し、

文部省より研究鍬’を授与され、当時のジャーナリ ズムから「富

山県が生んだ天才彫刻家」として賞賜され、彫刻界に華 し々く

デビューしたのであった。

然るにその頃の日本は既に箪国主義的色彩を濃くし、氏は日

支事袈のぼっ宛と共に北支に従軍するところとなり、 2年間の

戦争の抗ネしを受けて紋郷へ帰った。

とやかくするうち日本は大東亜戦争に突入し、芸術家は文弱

の徒として白眼視され、 自由な活動もならず氏はそのまま故郷

に落ち着き、細々と活動を続けていた。

やがて終戦を迎えた氏は同志と協力して富山県彫刻界の復興

に奔走、県彫刻家連盟の中堅として活躍、時あたかも聞かれた

富山博を中心としたモニューマンの製作や、妻子外彫塑展の開

催、また呆展出品作品の特選を麓得、県展審査員の就任など、

ようやく多忙な作家活動を開始した。
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一方、昭和23年、横尾、伊東抗三氏や当時の町長草野孫右エ

門氏らの後揮を1~て、洋画家、長島勝正民中阿部瓶三氏らの協

力のもとに馬りょう山麓に、のぼり窯を築いて、らく焼「とま

り焼」を始め、識者好事者から歓迎され、その将来を期待され

たが、近くに良質の｜絢土が得られず、また企業伯するまでに至

らず、数年にして閉鎖の止むなぎに至った。

その後数作にして氏の健康すぐれず、一時小康を得たかに見

えたが突如急変、｜悶荊:J34年3月、夫人に看－とられながら、 44才

の波乱に備ちた生慨を閉じた。

彼は；唱に臼然を愛し、芸術を愛し家族を愛し、約と簡をこよ

なく愛した。

酔うほどに宵J々 大笑してしかも騎らす、他人を誘らず、天衣

側縫、文字どおりの好骨漢であり、氏の住年の活動は、 県の彫

刻界の今日の峰伎をもたらした原動力とな ったととは言うまで

もなく、朝日町としても偉大な芸術家の 1人を失ったというζ

とはいささかも過言ではない。

氏の作品のほとんどが県下各地に散在愛蔵されており、特に

町内には知名士の大理石像をはじめ多くの作品が愛威されてい

る。

く写真は氏の出世作「望洋」 と、とまり焼の作品〉
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二
月
七
日
令
川
町
村
議
会

議

μ会
館
に
お
い
て
聞
か
れ

た
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

定
則
総
会
の
附
上
、
明
日
町

議
会
議
員
の
上
山
栄
作
氏
と
酒
井
栄
氏
の

州
氏
は
、
地
刀
向
治
に
貢
献
さ
れ
た
功
却

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
ぷ
持
政
ぴ
、
伝

職
十
五
年
以
上
の
出
治
的
知
表
恨
の
川氏に

浴
さ
れ
ま
し
た。

な
お
特
別
表
明
ψ
は
、
永
年
助
抗
議
凸
℃

し
か
も
地
万
自
治
に
刈
し
て
そ
の
功
績
が

特
に
顕
苫
な
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

ひさあ

特

別

表

彰
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上島栄作氏

自
治
功
労
表
彰

栄氏酒井

両

議

員

届
出
は
早
自
に

’
＝
＝
住
民
移
動
届
出
の
励
行
＝＝－
h

u

－－－町民
と
し
て
の
地
位
の
確
保
＝
ら

． 

国

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
ζ

と
は
、
住
民
と
し
て
の
同
住
関
係
の

公
印
、
選
挙
人
名
前
の
笠
録
、
納
税
常
住

民
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
、
住
民
会
対

象
と
す
る
行
政
を
適
正
に
行
い
ま
た
住
民

の
正
し
い
権
利
の
行
伎
を
保
証
す
る
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
町

続
八
百
の
基
股
と
な
る
も
の
で
す
。
住
民
の

正
確
な
記
録
を
路
附
す
る
に
は
定
め
ら

れ
た
届
出
を
励
行
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で

す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
役
場

窓
口
で
原
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
転
入
し
て
き
た
と
き

転
入
届
｜
｜
転
入
（
他
の
市
町
村
か
ら

朝
日
町
に
生
活
の
本
拠
を

移
す
こ
と
）
の
翌
日
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
出
す
る

と
と
。

マ
転
居
し
た
と
き

転
居
届
｜
｜
転
居

（
町
内
で
住
所
を
変

史
す
る
乙
と
）
を
し
た
翌

日
か
ら
J
l

四
白
以
内
に
届

出
す
る
こ
と
。

マ
転
出
す
る
と
き

転
出
店
｜
｜
転
出
（
明
日
町
か
ら
仙
の

市
町
村
へ
年
活
の
本
拠
を

移
す
こ
と
）
す
る
削
に
転

出
予
定
年
月
日
と
転
出
先

を
岡
山
す
る
こ
と
。

マ
世
帯
主
を
変
更
し
た
と
き
等

此
併
設
民
間
｜
｜
自
己
の
世
初
ま
た
は

世
都
主
に
俊
民
が
め
っ
た

矧
日
か
ら
十
四
日
以
内
に

届
出
す
る
乙
と
。

な
お
、
勉
学
の
た
め
封
、
下
出
等
に
居

住
す
る
学
生
、

生
徒
の
住
所
は
、
そ
の
円
以

下
市
等
が
家
族
の
居
住
地
に
近
接
す
る
地

に
あ
り
．
休
暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
陥
宅

す
る
必
袈
が
あ
る
な
ど
特
別
の
事
情
の
あ

る
場
合
を
除
き
、
同
住
す
る
授
、
下
山
相
等

の
所
在
地
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に

該
科
す
る
刀
は
転
出
向
wvの
店
出
を
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

三 農地売買は三

農 業委員 会 で

たせわをします

－
税
金
な
ど
に
優
遇
措
置

U
M
近
出
家
の
入
手
不
足
や
栄
楽
へ
の
似

臓
の
た
め
、
経
由
説
映
を
制
少
し
た
り
牒

業
を
や
め
ら
れ
る
例
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
助
合
位
地
（
田
畑
な
ど
）
を

売
り
た
い
が
相
手
が
い
な
い
と
か
、
そ
の

反
却
に
民
地
を
買
い
入
れ
た
い
が
売
っ
て

く
れ
る
者
が
い
な
い
と
き
は
、
山以来
一後

μ

A
H
A

で
利
子
を
さ
が
し
て
あ
っ
せ
ん
す
る
制

度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
の
は
前
記
の

売
買
の
ほ
か
に、

貸
借
や
交
換
も
該
当
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
政
府
町
り
の
設
業
委
員
に
相
談
さ
れ
る

か
臨
接
町
の
農
業
委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ

、、内
U
W

’bv
 

と
の
制
度
の
特
典
と
し
て
、
円以
地
を
売

買
し
た
場
合
の
税
金
が
、
次
の
よ
う
に
優

過
ぎ
れ
ま
す
の
で
有
効
に
利
用
し
て
く
だ

さ
1

0
ω
売
主
に
か
か
る
譲
位
所
得
税
は
普
通

一
O
O万
円
の
控
除
が
、
二
五

O
万
円

ま
で
特
別
控
除
さ
れ
ま
す
。

ω
登
記
の
と
き
の
登
録
免
許
税
も
、
税

率
は
普
通
平
分
の
五

O
の
と
こ
ろ
千
分

の
六
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

ω

H
－況
に
か
か
る
不
動
産
取
引
附
税
も
皆

通
の
一
二
分
の
こ
に
怪
滅
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
融
資
面
で
の
優
遇
も
あ

り
、
農
地
の
取
得
資
金
（
年
一ニ

・
五
%
）

を
倍
り
た
い
と
き
の
限
度
額
が
六

O
O万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
の
対
象
と
す
る
場
合
は、

次

の
よ
う
な

一
定
の
祭
件
が
必
要
で
す
。

川

賢
主
は
経
詰
主
が
後
継
ぎ
で
あ
っ

て
、
そ
の
喪
家
仁
は
主
と
し
て
農
業
に

従
事
す
る
者
が
一
一人
以
上
い
る
乙
と
c

m
権
利
取
得
後
の
そ
の
民
家
の
経
常
山

引
は
、
地
域
別
平
均
基
準
個
別
以
上
で

あ
る
こ
と
。

百
戸税
制
一一同
一位
一乃
－
m－u
m一日
一訂
一位
一位
一

｜
間
一均
面
ァ
一l
一
一
一
一一

一一

一l
一

問
問
一平
営
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一

即
日
拍

7
引

一止
崎
一保
一庄
一一
川
町
一

一中
一

易

一

域

一家
一
一
一
白
泊
一一

一男

地

一

地

一大
一山
一由
一五

一位
一丘

百

一

（た
だ
し
胞
説
園
芸
や
首
位
な
ど
と
の

複
合
続
出
や
民
約
制
位
は
、
と
れ
よ
り
少

な
く
て
も
よ
い
。
）

間

そ

の

山
地
が
農
業
僚
興
邸
前
計
闘
の

農
用
地
昆
域
に
あ
る
こ
と
。

良
地
の
あ
っ
せ
ん
価
指
は
、
特
に
基
準

は
な
く
、
当
事
者
の
ぷ
し
合
い
で
決
め
る

わ
け
で
す
が
、
近
傍
矧
似
の
実
例
な
ど
を

参
将
に
し
な
が
ら
時
制
州
場
を
目
安
に
し

て
伏
め
ま
す
。
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第

初

回

下
新
川
郡
民
大
育
大
会

技

ス

キ

ひ

第
二

O
阿
部
民
体
育
大
会
ス
キ
l
競
技

会
が
去
る
二
月
十
七
日
（
日）

朝
日
町
三

峰
ス
キ
l
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。午
前
十
時
か
ら
の
閉
会
式
に
続
い
て
競

技
開
始
。
符
題
目
と
も

O
、
一
秒
を
競
う
白

剤
戦
と
な
り
、
選
手
の
あ
ざ
や
か
な
ス
キ

ー
さ
ば
き
に
観
衆
は
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
朝
日
町
関
係
入
賞
者
つ
ぎ
の
通
り

さ

マ
大

回

転

中
学
男
子

一
部
①
松
原
隆
明

少
年
則
子
一
部
①
折
戸
範
真

百
年
別
手

一
部
①
目
附
秀
信

あ(3) 

立立
n,兄

4色、
::z::;; 

。

一
ニ
峰

キ

！

場

。

ス

百
年
出
子
二
部
①
長

紀

義

一
位
女
子

①

広
阻
容
子

＼
第
ゆ
田
町
民
ス
キ
l
大
会
／

／
小
中
学
校
ス
キ
l
記
録
会
＼

。

二

月

三

目

。

三
峰
ス
キ

l
場

大
会
成
績

マ
五
年
男
子
の
部

①
山
崎
和
久
（
二
区
）

①
川
上
克
紀
（

’
区
）
①
藤
井
雅
一
〈
大
家
庄
）
①
中

島
久
安
（
山
崎
）
①
竹
谷
俊
範
（
川
崎

）
①
鍛
治
正
弘
（
火
家
庄
）

マ
五
年
女
子
の
郡

①
広
問
裕
子
（
五
悶
庄
）
①
北
山
口
弓

英
（
南
保
）
①
米
丘
可
奈
子

（南
保
）

マ
六
年
男
子
の
部

①
石
騎
正
（
大
家
陀
）
①
内
川
総

〈
三

区
）
①
広
川
議
浩
（
大
家
庄
）
＠
水
野

武
則
（
五
問
庄
）
①
古
江
照
彦
（
五
筒

庄
）
①
秀
氷
知
設
（
山
附
）

マ
六
年
女
子
の
怒

①
殿
村
恵
子
（
南
保
）
①
長
谷
杭
利
子

（
南
保
）

マ
中
学
男
子
一
部

①
赤
川
修

（一
一区）

①
金
井
彰
（
二
区

）
①
松
原
隆
明
（
三
区
）

①
大
森
致
（

南
保
）
①
土
井
秀
史

（南
保
）

マ
中
学
男
子
二
部

①
清
水
正
明
（
大
家
圧
）
①
住
官
狙
（

大
家
庄
〉
①
堀
地
英
明
（
南
保
）
①
稲

一
マ
派

遣

先

ブ
ラ
ジ
ペ
ア
ル
ゼ
ン

。
募
集
期
間

間
和
四
十
九
年
三
月
二

川

チ
ン
、
ベ
ル
l

十
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
（
四
月

～

ふ

O
派
遣
期
間

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
十
九
日
午
後
五
時
ま
で
に
申
込
川
口
答

－

－

一
日
か
ら
十
月
二
十
八
日
ま
で

必
要
ペ
知
を
出
出
す
る
も
の
と
し
ま

～

～
〈
〉
派
遣
団
員
の
個
人
負
担
経
費

一
人
す
。
〉

約
十
万
円

。
申
込
先

朝
日
町
教
育
委
員
会

『

ふ

一
一
叩
一
「
富
山
県
青
年
の
船
」

団

員

募

集

－

一
。
ト
十
資
格

日
本
の
国
籍
を
有
し
、

。
応
募
申
込
用
警

は

刺

円
町
教
育
安

一

一

富
山
県
に
一
年
以
上
在
住
す
る
満
二

員
会
に
あ
り
ま
す
。

十
才
以
上
二
十
九
才
ま
で
の
男
女
（

O
く
わ
し
い
乙
と
は
、
羽
田
町
教
育
委

～

～

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二

員
会
（
①
一
一

O
四
）
へ
お
問
い
合

「

｝

十

九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
わ
せ
く
だ
さ
い
。

、

万）

踊
闘
よ
り
充
実
し
た

闘
臨

青
年
団
活
動
を

鼠
闇
圏
第
日
回

隈

麗

朝

日

町

青
年
問
題

隈

臨

嶋

研

究

集

会

朝
日
町
連
合
背
年
団
で
は
二
月
十
六
日

．
十
七
日
の
二
日
閣
に
わ
た
り
南
保
公
民

館
で
抗
十

一
一
山
朝
日
町
青
年
問
題
研
究
山

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
校
ド
か
ら
集
ま
っ
た
五
十
余
名
の
田

μた
ち
は
、

「
仲
間
の
輸
を
拡
げ
る
た
め

の
活
動
に
つ
い
て
」、

「
女
子
活
動
を
よ

り
活
発
化
さ
せ
る
活
動
に
つ
い
て
」
、
「
青

年
議
会
活
動
と
地
域
課
題
に
つ
い
て
」

、

「
組
織
を
よ
り
大
ぎ
く
す
る
た
め
の
活

動
に
つ
い
て
」
の
四
つ
の
分
割
会
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
窓
見
変
換
を
し
ま

し
た
。
ど
の
分
制
刷
会
に
お
い
て
も
現
在
停

r' 
I＼＂－守

抑
制
宰
（
大
家
庄
）
①
殿
村
誠
一叶

（山

附
）
①
宵
水
制
約
（
大
家
山
）

V
中
学
女
子
の
部

①
市
町
映
守
（
間
保
）
①
山
本
広
夫
（

州
保
）
①
松
阪
絵
作
子
（
刈
保
）
①
川

勝
刊
作
代
（
大
鋭
化
）
①
米
丘
一
い
子
（

間
保
）
①
凹
村
京
子
（
大
家
陀
）

V
一
般
男
子
一
部

の
け
付
秀
いい戸
山
崎
）
①
麟
沢
必
弘

（

大
家
庄
）
①
行
江
博
明
（
戸
川
内
正
）
①

削

一
司
（
苛
附
げ
）

①
勝
川
忠
削

（川

川
）
①
木
村
川
明
（

－K
）

マ

一
般
男
子
二
部

①
初
出
降
（
山
崎
）
①
尚
桜
山
後

（二

区
）
①
吉
野
準
雌
（
大
家
庄
）
①
W
T
附

保
彦
（
三
区
）
①
伊
桜
筒
松
（
大
家
正

）
①
大
康
国
興
（
南
保
）

マ

一
一
般
女
子
の
部

①
広
田
容
子
戸
五
筒
庄
）

マ
総

合

①
南
保
①
大
家
庄
①
二
区

滞
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
背
年
同

活
動
の
越
本
が
討
議
さ
れ
今
後
の
間
活
動

に
大
い
に
役
だ

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

八
写
瓜
は
分
斜
会
の
一
コ
マ

V
n
h
v
守’’ヲ、
u
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く
ふ
う
し
、
じ
よ
う
ず
な
買
い
控
え
、
不

買
運
動
を
展
開
し
た
い
も
の
で
す
。

割
賦
販
売
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か

制
賦
似
必
は
一
般
に
月
賦
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
手
軒
に
商
品
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
利
用
者
も
増
え
て

い
ま
す
。

訓
肌
版
記
に
は
、
耐
品
を
先
に
も
ら
っ

て
後
か
ら
月
賦
で
文
払
う
万
法
と
、
前
も

っ
て
い
仰
月
掛
金
を
し
て
お
い
て
、

一
定
期

川
の
あ
と
で
肉
品
を
受
け
と
る
前
払
式
と

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
以
近
版
必
業
者
と
防
人
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

川
賦
版
記
を
利
川
す
る
と
き
は
、
次
の
と

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

－
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
を
う
の
み
に

し
な
い
こ
と
。

2

契
約
書
は
必
ず
請
求
す
る
こ
と
。

3

契
約
書
は
よ
く
醗
む
こ
と
。

4

契
約
書
や
申
込
書
に
釘
軽
々
し
く
ハ
ン

コ
を
押
さ
な
い
こ
と
。

な
お
、
物
州
が
あ
が
っ
た
な
ど
と
い
う

即
山
で
、
犯
約
し
た
尚
日
川
の
分
別
金
を
引

き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

川
以
版
必
は
、
附
入
者
と
版
必
業
名
と

のい
い
肌
の
も
と
に
な
り
た
っ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
一木市
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
場
合
に
は
、
県
消
針
生
活
セ
ン
ク
1

に

ご
川州
議
く
だ
さ
い
。
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n
b守
t
a品

τ

公
的
年
金
制
度
は

す
べ
て
通
算

町民生活安定緊急対策本部発足

ぅ
。
今
月
は
、
と
の
年
度
の
し
め
く
く
り

を
つ
け
る
月
で
す
。
も
し
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

再
開
五
年
年
金
の
こと

〆
切
日
｜
｜
三
月
末
日

再
開
五
年
年
金
の
加
入
受
け
付
け
期
限

で
あ
る
三
月
三
十
一
日
が
間
近
に
せ
ま
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、

加
入
と
希
望
の
方
は

早
め
に
役
場
の
年
金
係
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い。

加
入
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し

④
加
入
で
き
る
人
：
：
：
明
治
三
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

（
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

ゃ
、
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
り
、
ま
た

は
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
除
か
れ

ま
す
。
）

⑨
か
け
金
・
；
：
月
九

O
O
一
円
（
年
金
を
厚

く
受
け
る
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
六
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
で
き
る
の
で

か
け
金
も
そ
の
時
か
ら
円
九

O
O円
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
年
間
で

一五
四
、
0
0
0川
の
か
け
合
に
な
り
附

和
ぃ
八
十
年
六
月
三
十
U
ま
で
に
納
付
す

れ
ば
よ
い
。
）
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
年
金
係
へ
お
問
い
作
わ
せ
く
だ
C

、。

①
も
ら
え
る
年
金

：
：
・
年
額
九
万
六
千
円

〈
一
生
涯
も
ら
え
続
け
、
物
価
の
上
界

に
見
合
ラ
て
向
動
的
に
手
回
し
さ
れ
る

の
で
、
一
切
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
）



四
月
一
日

i
四
月
七
日
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春
の

火
災

予

防

運

動

援護

隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い
防
火

後

ひ

永
い
冬
も
終
わ
り
、
吾
に
な
る
と
私
た

ち
は
火
に
無
関
心
に
な
り
、
つ
い
火
の
取

り
扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
に
な
り

ま
ず
か
ら
、
一
人
／
＼
が
火
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
今
年
は
宮
が
多
く
積
も
っ
た
た
め

煙
突
の
破
損
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

般
相
似
し
て
い
る
家
庭
は
早
く
修
理
し
て
く

だ
さ
い
。
農
家
で
は
苗
代
用
の
加
灰
を
つ

く
っ
？
後
は
、
必
ず
燃
え
な
い
物
に
入
れ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
次
の
事
項
に
充
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

一
、
火
の
つ
い
た
「
た
ば
と
」
の
投
げ
捨

て
や
「
寝
た
は
と
L

を
し
な
い
こ
と
。

二
、
屋
外
で
火
を
燃
や
す
と
き
は
消
防
署

へ
届
け
を
す
る
こ
と
。

三
、
外
出
す
る
と
き
ゃ
、
お
や
す
み
前
に

も
う

一
度
火
の
元
を
た
し
か
め
る
ζ

と

四
、
老
人
、
子
供
、
病
人
は
火
災
の
場
合

の
事
を
考
え
、
避
難
し
や
す
い
所
で
就

寝
さ
せ
る
と
と
。

玉
、
て
ん
ぷ
ら
や
、
油
物
を
揚
げ
る
時
は

付
近
を
は
な
れ
な
い
乙
と
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
次
の
袋
領
で

サ
イ

ν
ン
を
玖
崎
し
ま
す
。

さあ（野議集説会見）第223号

午
前
七
時
と
午
後
九
時
の
ニ
回

＋
五
秒

六
秒
＋
五
秒
六
秒
＋
五
秒

l
l
l
休

l
l
l
休

1
1
1

(5) 

期
間
中
は
消
防
自
動
車
で
朝
日
町
を
一

巡
し
、
途
中
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
嶋
し
ま
ず

か
ら
、
火
設
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い。

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

ー
四
月
六
日

i
四
月
十
五
日
｜

こ
と
し
も
交
通
事
故
防
止
の
悲
願
を
こ

め
て
、
四
月
六
日
か
ら
凶
月
十
五
日
ま
で

の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
は

・
歩
行
者
事
故
、
と
く
に
新
入
学
児

童
お
よ
び
幼
児
の
交
通
事
故
防
止

が
重
点
で
、
と
の
た
め

・
ス
ク

l
w、
ゾ
i
ン
の
設
定
促
進

・
母
親
と
乙
ど
も
、
お
よ
び
高
令
者

に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

・
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

を
積
極
的
に
行
い
ま
す

先
ず
自
分
自
身
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か

ら
守
り
、
人
に
も
被
害
を
与
え
な
い
た
め

し
っ
か
り
と
正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

暴
力
団
を
追
放
し
よ
う

暴
力
聞
は
、
機
祭
の
き
び
し
い
取
り
締

ま
り
と
、
暴
力
追
放
の
世
論
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
、
い
ま
だ
に
自
に
あ
ま
る
不
法
行

為
を
統
け
て
い
ま
す
。

暴
力
団
の
絶
滅
は
、
瞥
祭
の
取
り
訴
ま

り
に
よ
っ
て
の
み
達
成
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
県
川
凶
の
協
刀
が
ぜ
ひ
必
去
で
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
ま
だ
仕
匙
レ
が
こ

わ
い
、
長
い
も
の
に
ま
か
れ
ろ
と
い
っ
た

考
え
が
服
強
く
出
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が

乙
の
考
え
方
が
暴
刀
団
そ
増
長
さ
せ
、
暴

力
団
犯
罪
を
ひ
S
起
こ
す
阪
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。
暴
力
団
か
ら
い
ん
ね
ん
を
つ
け

ら
れ
た
り
弱
み
に
つ
け
こ
ん
で
¢
た
か
り

に
は
、
き
烈
た
る
態
度
で
久
キ
を
与
え

ず
、
警
祭
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
警
察
へ
附
け
出
る
と
仕
返
し

が
あ
る
と
思
っ
て
、
同
け
な
い
人
が
あ
り

ま
す
が
聾
察
へ
連
絡
し
た
と
と
で
「
お
叫

参
り
」
な
ど
被
山
析
を
受
け
た
人
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

． ． ． . ． ． ． 
王． 

－ : ． ． 
． 
． ． 
． 

－ 

: ． ． 
' 

＝ 

手
づ
く
り
の
味
と

創
作
の
喜
び
を

求
め
て

朝
日
町

楽
焼
ク
ラ
ブ

朝
口
町
に
お
け
る
焼
物
の
歴

史
は
古
く
、
江
戸
後
期
元
屋
敷

地
内
九
谷
（
乙
こ
ん
た
ん
〉
で

行
わ
れ
た
官
附
焼
、
棚
山
地
内
で
焼
か
れ

た
概
山
焼
、
戦
後
上
積
庖
悶
だ
行
わ
れ

た
と
ま
り
焼
な
ど
が
あ
り
、
戦
後
当
地
方

の
小
中
学
椛
図
工
料
教
材
に
も
楽
慌
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
。

近
年
社
会
教
育
の
面
に
も
広
く
取
り
入

れ
ら
れ
益
々
と
の
愛
好
者
の
屈
を
厚
く
し

て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
凶
月
に
、
こ
れ
ら
の
膨

掛
け
を
う
げ
た
同
好
者
が
鋲
ま
っ
て
、
楽

焼
ク
－
フ
プ
を
結
、
臨
し
、
筒
水
町
の
日
本
困

家
谷
口
山
郷
氏
宅
に
楽
焼
窯
を
築
い
て、

「
土
に
親
し
み
、
手
づ
く
り
に
よ
る
創
作

の
喜
び
を
味
わ
う
L

を
モ

ッ
ト
ー
に
、
定

期
的
に
会
合
を
も
ち
、
土
を
こ
ね
て
手
．つ

く
り
の
昧
を
楽
し
ん
で
い
る
。

と
き
に
は
完
成
し
た
作
品
で
酒
を
汲
み

交
わ
し
、
茶
を
立
て
、
自
慢
話
に
花
を
咲

か
せ
る
ひ
と
と
き
も
あ
り
、
き
わ
め
て
和

や
か
な
会
で
あ
る。

会
員
は
目
下
二
十
数
名
で
若
い
人
が
多

く
、
入
会
金
て

onδ
同
で
希
望
者
は

維
で
も
入
会
で
き
る
。

事
務
所

朝
日
町
清
水
町

谷

Ill 

郷
方

r1 

一
j
p
Z
I－－
M
Y

…
続
慨
に
巴
ご
案
内

一

心
配
ご

と
、

苦

情

一

不

満

な

ど

の

相
談
は
、

一V
行

政

相

談

日
時
毎
月
第
一
火
曜
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

V
人
権
法
律
相
識

日
時

三
月
十
九
H

午
後

一
時
l
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

V
心
配
ご
と
相
蹟

日
時
毎
週
火
曜
白

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

T
E
L
三

l
O五
七
六

V
交
通
・
紋
巡
回
相
銀

①
日
時
第
一
戸

二
一
月
曜
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

黒
部
市
役
所

第

て

二

水

曜

日

午
前
十
時
l
午
後
三
時

魚
津
県
総
合
庁
舎

際
協
務

一一一一、、…、v~、 ．

場
所

場
所

①
日
時

百
万
円
以
よ
の
工
事

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
清
水
川
保
安
柵
股
置
工
車

工
事
費
一
八
五
万
円

延

畏

四

七

六

・

五
米

工

期

一

月

十

二
月

l
三
月
十

一
日

二
、
朝
日
橋
橋
脚
術
修
工
事

工
事
賞
一
＝
八
万
円

内

容

橋

脚
三
基
補
修

工

期

一
月
三
十
日

i
一二
月
二
十
日
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差
ロ
作

。
善
意
銀
行
。
と
は

A

V

心
と
心
の
橋
渡
し
役
A

’

ひ

だ
れ
で
も
、

自
分
の
し
あ
わ
せ
を
願
う

と
と
も
に
、
強
ま
れ
な
い
人
、
ぺ
や
、
世
の

中
の
た
め
に
役
だ
ち
た
い
、
社
会
に
つ
く

し
た
い
と
い
う
善
意
岳
、
心
の
底
に
持
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

う
る
お
い
の
少
な
い
、
め
ま
ぐ
る
し
い

今
日
の
社
会
状
勢
の
中
で
、
他
に
愛
情
を

わ
か
ち
あ
う
善
意
は
非
常
に
尊
い
も
の
で

す
。

乙
の
よ
う
な
人
々
の
者
意
を
預
託
と
い

う
形
で
お
鼠
か
り
し
て
、
そ
の
善
意
を
最

も
有
効
適
切
に
役
だ
て
る

o
善
意
の
橋
渡

しん悼
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
善
意
銀
行

な
の
で
す
。

さ

善
意
銀
行
で
お
預
か
り
す
る
も
の
に
は

例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
金
品
寄
付
口
座

刊
現
金
H
H
香
典
返
し
、
祝
儀
、

一
円
玉

つ
り
銭
端
数
金
、

パ
ー
テ
ィ
・
シ
ョ
I
等

の
利
益
金
、
誕
牛
百
献
金
（
誕
生
日
を

迎
え
る
こ
と
の
で
き
る
し
あ
わ
せ
を
感

謝
し
そ
の
お
祝
い
の
一
部
献
金
）
等

そ
の
他
目
的
を
定
め
て
預
託
さ
れ
る
も

の
伊
ザ

刷
物
品
川
H
衣
糾
品
、
図
書
、
文
房
具
、

遊
具
、
テ
レ
ビ
等

二
、
枝
術
奉
仕
口
座

音
楽
、
郵
踊
、
演
劇
、
奇
情
、
芝
居

書
道
、
華
道
、
茶
道
、
理
容
、
美
容
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
等

一二
、
労
力
奉
仕
口
座

洗
濯
、
掃
除
、
グ
N
1
プ
の
勤
労
恭

仕
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
奉
仕
等

四
、
特
別
奉
仕
口
座

献
血
、
献
眼
、
献
体
〈
富
山
県
に
医

判
明
大
学
が
で
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

…

N
H
K
宇

奈

月

中

継

局

教

育

テ

レ

ビ

の

一

一

チ

ャ

ン

ネ

ル

が

変

わ

り

ま

す

…

ん

H

N

H

K

か

ら

の

お

知

ら

せ

U

－

一

N
E
E
で
は
、

宇
奈
月
中
継
局
総
合
受
信
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合

一

一
テ

νピ
の
チ
ャ
ン
ネ
W
変
更
に
引
き
続
テ

ν
ピ
の
場
合
と
同
様
で
、
コ
ン
バ
1

一

…
き
、

ζ

の
た
び
教
育
テ
レ
ビ
も
三
月
下
タ
ー
ま
た
は
テ

ν
ピ
の
U
H
F
つ
ま
み
…

一
旬
か
ら
こ
れ
ま
で
の
2
チ
ャ
ン
、
ネ
ル
か
で
お
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
変
更
一

一
ら
、

U
H
Y
の
チ
ャ
ン
ネ
山
げ
に
蛮
更
す
に
伴
う
受
信
上
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た

一

一
る
と
と
に
な
り
ま
し

た

。

ら

、

最

寄

り

の

電

器

店

、

ま

た

は

N

H

…

乙
れ
は
鵠
偲
や
雑
音
の
少
な
い
U

H

E
に

お

た

す

ね

く

だ

さ

い

。

一

一
F
電
波
に
変
更
し
、

よ

り

き

れ

い

な

商

一

一
像
で
ど
覧
い
た
だ
く
た
め
行
わ
れ
る
も

N
H
K
富

山

政

迭

問

一

一
の
で
、
電
波
の
届
く
範
聞
は
総
合
－
ア
レ
富
山
市
新
総
曲
輪
三
l
一

…
ヒ
刊
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

T

E
L
富
山一－
一一
一｜
一

一
五
五

一

あ（野鶴錫A~）第223号

よ
り
よ
い
医
師
を
育
て
る
た
め
に
は
解

剖
学
実
習
は
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め

の
遺
体
の
確
保
は
、
み
な
さ
ん
の
理
解

と
協
力
に
ま
つ
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
）

－
清
掃
職
員
募
集
・

朝
日
町
で
は
、
新
川
広
域
闘
事
業
の
東

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
と
も
な
い
、

ゴ
ミ
収
集
区
域
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、

次
の
要
領
で
、
収
集
作
業
に
従
事
す
る
職

員
を
募
集
し
ま

T
。

て
採
用
人
員
若
千
名

二
、
応
募
資
格
男
女
房
－
問
わ
ず
五
十
才

及
び
方
法
ま
で
の
者
。
履
歴
書
持

参
で
役
場
住
民
課
へ
。

三
、
申
込
期
日
昭
和
四
十
九
年
三
月
十

四
日
か
ら
三
月
二
十
日

ま
で
。

四
、
待

遇

日

給
二
、
三

O
O円
以

上
、
特
殊
手
当
支
給
、

そ
の
他
詳
細
は
面
談
に

よ
り
決
定
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
・
保
健
衛

生
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
生
ま
れ
た
人

令
結
ぼ
れ
た
人

＠
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
九
年
二
月
十
五
日
現
在
）

生
（
お
す
こ
や
か
に
）

。
出

制横境境
餅尾

率一

辰

男

問

中

勉

石

凹

寓

夫

加

藤

昌

夫

長長 二長
男勇男女

愛慎

下三大殿山山 wE二部赤桜東西荒荒道 f自沼沼
野枚家町崎 11俺 l崎谷川川町草町川川｜下 保保

橋庄 野
結

－剛良 盟
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u」赤桜草平道 i百沼 憤荒横荒草 1貰笹笹入境

｜崎川町野柳下保保 尾川尾川野 尾 川川町
婚

長

原

刺

直

長

沼

武

近

江

修

治

稲

村

功

双

川

情

賢
一
井
義
昭

横

谷

賢

二

川
端
柳
太
郎

高

桜

葉

斉

藤

隆

山
田
登
喜
男

長

崎

静

輿

七

沢

義

昭

長

津

作

三

水
野
二
三
夫

初

田

明

先

沢

田

勝

男

藤

田

康

弘

小

川

清

二

二 二長長長長 二 長二長長長長長長長二二三
女女男男男友男男女男男女男男男男女女男

大明宏良総 由 一 竜 弥 幸 弥 畠将美
t型咲

子子己主也大生二亨美宏人子 宗 一 斑樹 子 英文

健

（
お
し
あ
わ
せ
に
）

水

島

秀

幸

飯

田

朝

子

踊

内

雅

陪

折

谷

利

子

藤

沢

俊

彦

折
一
戸

美

幸

金

井

光

夫

松
下
利
枝
子

平

柳

友

二

加

藤

正

子

小

杉

直

人

森
田
美
知
子

藤

田

正

光

平

坂

明

美

西

村

富

田

追
分
和
佳
子

脇

山

孝

英

青

島

幸

江

ゐ

山

崎

氷

見

市

A

金

山

山

崎

• 死
ム
穴
平

今
国
崎

ム
泊

ム
沼
保

八
一
荒
川

ム
赤
川

ム
山
崎
新

ム
山
崎

ム
山
崎
新

ム
細
野

ム
窪
田

青

島

彰

浜

弁

初

音

門

口

俊

明

秀

氷

雪

美

亡
（
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

米

上

浩

（

一
九
）

河
内
彦
三
郎
（
八
一二）

稲

厄

庄

平

（

五

O）

舘

セ

キ

（

五

九

）

永
田
繁
治
（
四
四
）

松

田

ざ

い

（
七
二

七
沢
要
作
（
七
二
）

吉
野
与
作
（
七
五
）

水
口
み
よ
（
八
四
）

大
倉
市
骨
三
（
六
八
）

藤
田
徳
兵
衛
（
七
八
）
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